
グリセリン浣腸を立位で実施し、直腸損傷を
きたした事例が報告されています。

医療安全情報No.３「グリセリン浣腸実施に伴う直腸穿孔」（２００７年２月）、

第３１回報告書「再発・類似事例の発生状況」で、立位でグリセリン浣腸を実施した

事例を取り上げました。その後、立位でグリセリン浣腸を実施し直腸損傷をきたした

事例が４件報告されていますので情報提供します（集計期間：２０１４年１月１日～

２０１９年１０月31日）。
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事例1のイメージ グリセリン浣腸実施時の体位
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直腸損傷の危険性あり直腸損傷の危険性あり

http://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_3.pdf
http://www.med-safe.jp/pdf/report_2012_3_R002.pdf
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※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の一環と

して総合評価部会委員の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。

　本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページをご覧ください。 http://www.med-safe.jp/

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するもの

ではありません。

※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。

事 例 1 

患者は4日間排便がなかった。看護師は左側臥位で浣腸をしようと思ったが、患者の

希望によりトイレに移動し、立位でグリセリン浣腸液を注入した。10分後、トイレより

コールがあり、患者は排便困難を訴えた。肛門周囲を見ると、3cm幅の腫脹と少量

の出血を認めた。医師が診察し、CT検査を実施したところ、直腸穿孔と診断された。

事 例 2 

患者は8日間排便がなく、医師はグリセリン浣腸の指示を出した。患者はトイレでの

実施を希望したため、看護師はトイレで立位でグリセリン浣腸液を注入した。排便時

に出血を認め、その後、腹部CT検査を実施したところ、肛門部から約3cmの辺りに

粘膜損傷を認めた。

・浣腸は左側臥位で実施する。

・立位での浣腸実施の危険性を院内で周知し、患者にも説明

　する。
上記は一例です。自施設に合った取り組みを検討してください。

事例が発生した医療機関の取り組み


